BIS論壇No.142　米国~キューバ国交回復交渉開始　　
２０１４年１２月２１日　　　中川　十郎
　　２００１年９月、日本ビジネスインテリジェンス協会創設１０周年記念に会員およびその関係者１８名が、あまり日本人が訪問しないキューバを情報収集のため、訪問しようということになり１週間キューバを訪問した。キューバを選んだのはBISで何度か講演いただいたことのある元タイ大使館公使の馬渕睦夫閣下がキューバ大使として赴任中であること。大使のキューバ赴任に際し、BIS有志が有楽町の外人記者クラブで壮行会を開催した。その席で大使がキューバ滞在中にBIS有志がキューバを訪問しようと話し合った結果だ。
　　BISには住友商事キューバ駐在員として活躍された本間宏之氏が会員として参加しておられ、また近畿日本ツーリストの加藤部長も在籍。両氏が駐日キューバ大使館とも交渉し、大使館の観光担当の職員もキューバに同行してくれることになった。参加者は会員の本間氏の北海道の友人や、ロバートオーエン協会会長の都築・一橋大学名誉教授、そのご令室、会員の水谷鏡子さんの友人やお花のお弟子さん、中川の同級生でラサール高校同窓会会長の松木実氏、元三井物産の宮本氏、日本原発の中野さんなどが参加。松木氏が鹿児島から参加したのは、キューバのカストロ首相がキューバ・ラサールの出身で、鹿児島ラサール創設５０周年記念に彼から祝電を頂くことも考えていたからである。現地では水谷先生一行が政府要人の夫人に日本の生け花を着物で披露したり親善友好にも努力した。

帰国後のBIS講演会には駐日キューバ大使もご参加され、講演をいただいた。
　カストロのキューバ革命以来、１９６１年から米国に５３年も経済制裁を受け、国交断絶を耐え忍んできたキューバに対し、オバマ政権は国交正常化交渉に入ることを決定した。
これはまさにオバマ政権の英断でその決断を高く評価したい。米国とキューバの国交正常化には米国民の６０%近くが関係改善に賛成とのことである。（朝日新聞１２月２１日）
共和党には国交正常化反対の議員も多いが、オバマ政権のミャンマー、イラン、ベトナムなどとの「関与外交政策」同様、キューバとの関係改善が促進されることを１３年前にキューバを訪問した１８名のBIS会員およびその友人ともども歓迎したい。
　だが同じ共産圏国家の北朝鮮とは北朝鮮を題材にした映画を巡り、製作会社のソニー・ピクチャーズエンタテインメント（SPE）がサイバー攻撃を受けた。この攻撃に関与したとしてオバマ政権は北朝鮮に「相応の対応を取る」と警告。米政府は北朝鮮をテロ支援国家に再指定することを検討しているという。一方、米議会上院の情報委員会は１２月９日に米中央情報局（CIA)によるテロ容疑者への過酷な尋問の実態を調べた議会報告書を公表。２００１年の米同時多発テロ後、容疑者に対するブッシュ政権下のCIAが海外施設のテロ容疑者に対する水攻めなど「過酷な尋問」をしたと公表。人権上も批判が起こっている。
０９年に発足したオバマ政権は、こうした手法の禁止を命じていた。
このようなテロ尋問施設の一つがキューバの米軍ガンタナモ基地の収容所であったのは皮肉としか言いようがない。なを２００１年のキューバ訪問記は添付を参照願いたい。　
